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ABSTRACT
The year 2020 marks the 10th year since Fukuyama University implemented the Hanyu Shuiping 
Kaoshi (HSK), a Chinese Proficiency Test. The author reviewed the cause, time, and methods, as 
well as the participation and results of the tests carried out. It was found that the tests covered all 
six levels. The 20 percent of the students who selected Chinese classes had taken HSK tests. By 
reviewing the results between 2012 and 2019, it was concluded that: firstly, listening scores are 
significantly lower than reading scores for levels 1 to 3; secondly, at levels 4 to 6, scores depend 
entirely on the individuals; thirdly, the scores go lower as the levels become higher. It is necessary 
to help the students who take the test levels 1-3 to improve their listening skills and to help those 







コミュニケーション能力を測るためである。HSK は 1 級、2 級、3 級、4 級、5 級、6 級の 6 段階があ
り、6 級は最上級レベルである。1 級と 2 級の試験はリスニング問題と読解問題（中国語では「閲読」、







日本での HSK 試験の実施は 1999 年の 2,303 人の受験者から始まって年々その数が増え、2018 年の
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2．HSK 試験実施の開始
(1) HSK 実施の条件





2012 年から HSK 筆記試験が実施され、2013 年からはネット上の受験が可能になったことによって、
学生の受験の時期の選択が増えていった。しかし、2015 年 10 月にネット試験が中止され、現在では、
筆記試験のみとなった。これまでの毎年の試験の時期と年間の実施回数を見ると、2012 年には 2 回（6
月 7 日、12 月 2 日）、2013 年はネット試験が始まり、年に 3 回（3 月 24 日、6 月 16 日、12 月 1 日）
実施、2014 年 3 回（6 月 14 日、10 月 11 日、12 月 6 日）、2015 年には最多の 5 回（3 月 28 日、5 月 16
日、6 月 14 日、11 月 14 日、12 月 6 日）であった。2016 年からはネット試験が中止されたことによっ
て、2016 年から現在までは年に 2 回（7 月の最初の土曜日と 12 月の最初の日曜日）の実施となってい
る。
(3) 本学の受験状況
本学の HSK 受験者（HSKK 口語試験を含まない）は 1 年生から 4 年生まである。とりわけ、中級中
国語ⅠとⅡ、上級中国語を履修している学生はほぼ全員 HSK 試験を受ける。受験する級を見ると 1 級
から 6 級まですべての級が含まれている。表１と表 2 は、筆者が収集したデータから作成したもので
ある。
表 1 2012 年度～2019 年度の中国語履修者数と HSK 受験者数＊
2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年
中国語履修者数＊ － 287 185 214 469 429 355 401
HSK 受験者数＊＊ 48（41） 11(11) 19(16) 53(49) 91(75) 115（104） 71(64) 64(59)
受験率％＊＊＊ － 4 10(9) 25(23) 19(16) 27(24) 20(18) 16(15)
注*：中国語履修者数は中国語Ⅰと中国語Ⅱの平均値を示した数字である。
注**：受験者数とは、年度の受験回数をすべて足した人数の述べ人数と年度の受験回数に同じ人間が受験し
た実受験人数のことを指す。例えば、2019 年度に 2 回 HSK 試験を実施した。2 回の受験者を足した人




表 1 はそれぞれの年度の中国語履修者数と HSK 受験者数を示している。スタートした頃は、学生
への受験の呼びかけに大変苦労した。教師及び学生の HSK 試験に対する認識の不足がその原因であ
ると思われる。その後徐々に HSK 試験が定着し、2012 年～2015 年までの 4 年間では、2015 年の受験
者数が最も多く、かつ受験率が最も高いが、これは 2015 年に HSK 実施の回数が最も多く（5 回）あ
ったためと考えられる。2016 年度から、中国語専任教員が着任し、中国語履修全クラスの学生の受験
への呼びかけが実現し、また受験直前の対策講座も実施しうるようになった。結果的に 2016 年度から





2012 年度から 2019 年度の HSK 試験に参加した人数と合格状況について詳しく見てみると、表 2 で
示している通り、1 級から 6 級まですべての級の受験生がいる。受験人数は 1 級が最も多く、級が高
くなるにつれ受験者の数が減少している。更に、2 級を除き、級が上がることにつれ合格率が低くな
っている。合格率が最も高いのは 2 級で、90.1%となっている。
表 2 2012 年～2019 年度 HSK の受験人数・合格人数・合格率
注 1)：HSK5 級と 6 級の成績通知書には、合格合否を明示してなく、具体的な点数のみを記入している。
一般的に 6 割に達することを合格ラインと判断されているため、本表は 60％を合格として換算する。
注 2)：「受験人数合計」と「合格人数」は述べ人数である。
次に、2016 年から 2019 年度の受験結果データを考察範囲とし、1 級から 6 級のリスニング、読解、
書写（3 級以上）を中心に、学生の受験結果の傾向と問題点を考察していきたい。
3．各級から見る HSK 受験の結果（2016 年～2019 年）
(1) 1 級のリスニングと閲読成績
HSK1 級は非常に簡単な単語と文を理解し、さらに学習するための基礎力を固めるのが目的である。
1 級試験は全部で 40 問、2 つの部分（リスニング問題 20 問、読解問題は 20 問）からなる。満点は 200
点、合格点は 120 点である。受験者は中国語学習歴が半年で、150 の単語と関連する文法知識が必要
とされる。
級 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
受験人数 15 1 5 27 44 57 27 35 176
1 級 合格人数 14 1 5 22 34 52 24 28 152
合格率（%） 93.3 100 100 81.5 77.3 91.2 88.9 80 86.4
受験人数 19 2 8 10 31 21 20 13 111
2 級 合格人数 16 2 7 10 28 19 18 13 100
合格率（%） 84.2 100 87.5 100 90.3 90.5 90 100 90.1
受験人数 8 4 6 5 6 31 15 8 75
3 級 合格人数 7 2 3 5 5 16 11 6 49
合格率（%） 87.5 50 50 100 83.3 51.6 73.3 75 65.3
受験人数 3 2 0 8 3 5 7 7 28
4 級 合格人数 3 2 0 3 1 3 6 6 18
合格率（%） 100 100 0 37.5 33.3 60 85.7 85.7 64.3
受験人数 3 1 0 2 0 2 3 1 11
5 級 合格人数 0 0 0 1 0 1 1 0 3
合格率（%） 0 0 0 50 0 50 33.3 0 27.3
受験人数 0 0 0 0 2 1 0 0 3
6 級 合格人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合格率（%） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受験人数合計 48 10 19 52 86 117 72 64 468
合格人数合計 40 7 15 41 68 91 60 53 375
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図 1 2016 度年～2019 年度の HSK1 級の成績変化
図 1 は 2016 年度から 2019 年度の 7 月と 12 月の二回の試験におけるリスニング及び閲読の得点の
平均値である。受験者は 2012 年～2019 年度にそれぞれ 44、57、27、35 名であった。本学の学生で 1
級を受けるのは、全員 1 年生で、受験時の中国語学習歴は 1 年未満である。リスニングの平均点は、






達していると言える。2 級のテスト問題は合わせて 60 問、リスニングと閲読の 2 つ部分からなる。リ
スニングは 35 問、閲読は 25 問、満点は 200 点、120 点が合格点である。受験者は一年間中国語を学
習し、単語は 300 語とそれに相応する文法知識を理解していることが要求される。
図 2 2016 度年～2019 年度の HSK2 級の成績変化
図 2 は 2016 年度から 2019 年度の 7 月と 12 月の二回のテストのリスニング及び閲読の得点平均値
を示したものである。受験者は 2016 年～2019 年度でそれぞれ 31 名、21 名、20 名と 13 名であった。
本学の受験者の中国語学習歴は、1 年後期と 2 年前期の学生が中心であった。図 2 に見られるように、
1 級の傾向と同じく、リスニングの成績は閲読の成績より 10 点ほど低い。それに 2018 年度はリスニ
ングと閲読のどちらも低かった。その原因は、2018 年 12 月の試験において、2 名の学生の成績が極端
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比べると、70 点台となっている。これは、HSK2 級の問題のパターンは 1 級と同様、学生が問題のパ
ターンに慣れていることと、2 級の問題設定が相対的に簡単であるのに対して、学生の中国語の学習




いるか否かを測定される。試験は 80 問で、1 級と 2 級の問題のリスニング、閲読の他、「書写」（つま
り空所に当てはまる漢字を書く問題、語句の並べ替え問題、4 級から作文問題、以下は書写と表記）
がテスト内容に追加される。全部で 80 問、満点は 300 点、180 点が合格点である。
図 3 2016 度年～2019 年度における HSK3 級の成績変化
本学で 3 級を受ける学生はほとんど「中級中国語Ⅱ」の履修学生である。受験者は 2016 年～2019
年度でそれぞれ 6 名、31 名、15 名と 8 名であった。図 3 で示したように、成績は 4 年とも「閲読、書
写、リスニング」の順となっている。ただ、2018 年度は 2017 年度の成績の平均値よりリスニング、
閲読、書写において 10 点ほど上がったことは注目に値する。これは、2017 年度の合格率 51.6％と低




国語を母国とする者と会話できる。1200 語の語彙量を持つことが求められる。試験内容は 100 問で、
3 級と同じ問題様式であり、リスニング、閲読、書写の三つの部分からなり、満点は 300 点、180 点が
合格点である。本学の学生で HSK4 級を受けるのは、中級中国語Ⅱの受講生と「上級中国語」及び「ビ
ジネス中国語」の受講生である。受験者は 2016 年～2019 年度でそれぞれ 3 名、5 名、7 名と 7 名であ
った。
4 級を受ける学生の成績は全体的に上昇している傾向が分かる。ただ、リスニング、閲読、書写の
三項目について 1 級から 3 級までを比べると、それぞれ個人差が見られ、成績において一定の法則性
は見えない。また、受験者の中には、中国に短期留学者もいることに注目したい。4 級の合格率は、
2016 年度の 33.3％の他、2017 年度は 60％、2018 年度と 2019 年度は同じく 85.7％という高い合格率
となっている。これは、受験対策の補習において、それぞれ個人に対応した指導を実施した結果と推
測される。
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100 問、リスニング、閲読、書写の三つの部分からなる。成績は 300 点満点、スコア制で、合格点は
示されない。ただ、一般的に 6 割が合格ラインと考えられる。
図 5 2017 度年～2019 年度の HSK5 級の成績変化
本学は 2016 年には 5 級を受ける学生がいなかったため、2017 年度～2019 年度を見ると、受験者は
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図 6 2016 度年～2017 年度の HSK6 級の成績変化
本学の HSK6 級を受けた学生は 1 人だけであった。2016 年度に 2 回受け、2017 年度に 1 回受験し
た。「上級中国語」と「ビジネス中国語」の受講者であった。父親は中国人で母親は日本人、小学校 3





リスニングの成績を見ると、2 級の得点が最も高かった。これは、2 級を受ける学生はほぼ 2 年生
で、習得語彙 300 語の要求を満たしやすかったためであろう。問題のパターンは 1 級と同じであり、
慣れてきたことも一つの要因と考えられる。3 級からは問題の難度が高くなり、リスニングと閲読に
加え、書写があるため、学生はついていけず、成績が下がっていく。5 級と 6 級のリスニング問題は
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(2) 閲読成績の特徴
閲読の場合は、リスニングと違い、1 級から 6 級へ上がるにつれて平均値は下がる一方である。1 級
と 2 級は同一のランクで、3 級と 4 級ではワンステップ下がり、5 級と 6 級ではさらにワンステップ
下がっている。「3．各級から見る HSK 受験の結果（2016 年～2019 年）」で見た通り、6 級をのぞき学
生の成績は読解の平均点数がリスニングと比べると高い傾向にあるが、級が上がるにつれて成績が下
がっていく。3 級の単語は 600 語、4 級の単語は 1200 語となり、覚えきれないためか、成績が 2 級と
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5．おわりに
以上、本学における HSK 試験の回顧と 2016 年～2019 年の HSK 受験結果を 1 級から 6 級までの級
別に、そしてリスニング、読解、書写のカテゴリー別に時系列で考察した。





次に、2016 年度から 2019 年度の試験結果については、次の特徴が見られた。
第一に、1 級から 3 級までの共通点が見られた。即ち、リスニングの成績は他の試験項目より、最
も低かった。今後、1 級から 3 級を受ける学生に対しては、リスニング成績を高めることに重点を置







う指導することが必要であると分かった。一方、5 級から 6 級までの中国留学経験者と両親か片方の
親が中国人で日本生まれ、日本育ちの学生には、読解と書写能力の養成を視野に入れることが必要で
ある。さらに、リスニング、読解、書写を時系列で見ると、級が上がるにつれ成績が下がることが分










文系は HSK5級、理系は HSK4 級となっている。





4 HSK 日本で一番受けられている中国語 URL:http://www.hskj.jp/about/を参照。（閲覧日：2020 年
1月 10日）
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